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概要：

現代は科学技術が社会に深く浸透し、同時に経済活動との
関連性も非常に大きい。20世紀、特にその後半の科学技術
の進展は生活の豊かさ・経済の発展をもたらしたが、一方で
エネルギーや環境などに関連する解決すべき課題も残した。
21世紀の科学技術、そしてそれを実践する“工学”は、これら
の課題に取り組む最前線にあると言える。同時に、そこには
強い社会的ニーズに基づく優れた人材が求められている。

本講義では、社会と工学の関係を企業の視点も含めながら
議論する。また、環境に関連する課題など最近の具体例を取
り上げ、社会の期待にどのように答えていくべきか、そしてそ
れが人材開発やキャリア形成とどのように関係付けられるか
を述べていきたい。

主催： 東京大学大学院工学系研究科「機械システム・イノベーション」プログラム（GMSI)
東京大学 社会構想マネジメントを先導するグローバルリーダー養成プログラム（GSDM)

本件連絡先： 東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻 教授 横野 泰之
GMSIプログラム事務局 E-mail: office@gmsi.t.u-tokyo.ac.jp Phone:  03-5841-0696


